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	（３） 過マンガン酸カリウム（KMnO4）を用いた滴定法に関連する以下の問に答えなさい。
	(a) 以下の文章及び反応式の空欄（ア）～（ソ）について、適切な用語もしくは数値を入れなさい。
	(b) 滴定に用いる過マンガン酸カリウム溶液の濃度X (mol/L)を、シュウ酸ナトリウムNa2C2O4（分子量：134）を用いて求める場合について考える。シュウ酸ナトリウムの秤取量が0.134グラムの時、過マンガン酸カリウム溶液の滴定量が20.0 mLで当量点に達した。Xの値を求めなさい。
	(c) 過酸化水素水溶液の濃度Y (mol/L)を、濃度X (mol/L)の過マンガン酸カリウム溶液の滴定により求める。この過酸化水素水10.0 mLの滴定に、濃度X (mol/L)の過マンガン酸カリウム5.00 mLを必要とした。Yの値を求めなさい。
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	（１） 以下の問に答えなさい。
	(a) 土木建築などの環境を、2次元の図面を用いて設計すると、複数の異なる縮尺の図面を作成するため、ある単純なミスが発生しやすい。一方、3次元CAD (Computer Aided Design) を用いると、このミスは基本的に発生しなくなる。どのようなミスかを200字程度で説明しなさい。
	(b) 建築構造物の設計および施工において、近年、BIM (Building Information Modeling) が採用されつつあるが、BIMにおいては、異なるコンピュータツール（アプリケーションソフトウェア）間で建物の3次元モデルデータを共有することが重要である。数多くの異なるコンピュータツール間でデータ共有を行うためのファイル形式変換に関する方法を２つ挙げ、各々の長所と短所を簡単に説明しなさい。
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	(d) 空調設備が稼働している建物の一部屋において、数多くの温度センサを設置して気温のモニタリングを行うとともに、コンピュータによる熱環境シミュレーションをリアルタイムに実施することにより、どのようなメリットがあり得ると考えられるかを100字程度で説明しなさい。
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